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ア
ジ

ア
と
は
、
共
通
語
を
も
た
な

い
世
界
　
一　
い
。

日
本
研
究
と

い
う
小
さ
な
分
野

ひ
と

つ

で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
研
究
者
と
　
一一　
と
っ
て
も
、
研
究
成
果
報
告
言
語
は
英
。
日
・

学
術
協
力
を
す
る
な
ら
、
作
業
言
語
は
英
語
　
一　
中
・韓
…
…
と
い
う
選
択
肢
に
分
岐
す
る
。
国

と
な
る
。
一チ『
ギ
↓で
中
国
社
会
科
学
院
の
日
本
　
一一　
際
学
術
交
流
な
ど
と
い
う
美
辞
一麗
句
は
掲
げ

研
究
部
と
会
合
を
も
つ
な
ら
、
公
用
語
は
中
　
一　
な
が
ら
も
、
英
語
圏
と
中
国
語
圏
と
の
実
質

国
語
と
な
る
。
韓
国
の
日
本
研
究
者

材
な
ど
僅
少
に
留
ま
る
。

日

・
中

・
韓

の
学

術
交
流

に
も
、

二
言
語
能
力
が
最
低
条
件
と

な

る
。
だ
が

こ
れ
ら
複
数
言
語
に
対
処
可
能

な
人
材
を
育
成
す
る
と

い
う
教
育
的
努
力
に
、

日
本
が
積
極
的
だ

っ
た
と
は
到
底
言

い
が
た

的
な
交
流
は
、
皆
無

に
等

し
い
ま
ま
と
な
る
。

加
え

て
地
域
研
究
は
、
昨
今

の
教
育

。
研
究

の
世
界

で
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
不
景
気
な
学
問
市
場
に
あ

っ
て
、
業

績
発
信

に
ど

の
言
語
を
選
択
す
る
か
は
、
ひ
と

り
の
人
間
と
そ
の
家
族
の
一
生
を
左
右
す
る
。

日
本
語
で
の
業
績
作
り
の
片
手
間
に
製
造
し

た
英
語
論
文
程
度
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香

港
の
英
語
圏
学
問
市
場
で
認
知
さ
れ
る
は
ず

が
な
い
。
逆
に
英
語
や
中
国
語
を
主
要
出
力
媒

体
に
選
べ
ば
、
日
本
国
内
の
市
場
で
は
生
存
困

難
と
な
る
。
日
本
語
業
績
が
国
外
で
評
価
さ
れ

て
通
用
す
る
だ
ろ
う
―
―
と
い
っ
た
甘
い
幻

想
は
、
捨
て
た
ほ
う
が
健
全
だ
ろ
う
。

「複
数
の
ア
ジ
ア
」
を
口
で
唱
え
る
の
は
容

易
だ
。
だ
が
そ
の
可
能
性
と
陥
穿
と
を
冷
徹
に

見
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
前
。戦
中
期
な
ら
、

松
本
重
治
が
英
語
一
本
で
『上
海
時
代
』
を
書

く
こ
と
も
で
き
た
。
だ
が
、
今
日
で
は
ア
ジ
ア

諸
言
語
に
渉
る
知
的
情
報
の
確
保
は
、
は
る
か

に
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
学
術
言
語
に
お
け
る

覇
権
主
義
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
ア
ジ
ア
を
論

ず
る
際
に
無
視
で
き
な
い
一
問
題
だ
ろ
う
。

（
い
な
が
。し
げ
み
／
国
際
日
本
文
化
研
究
中
心
教
授
）

役
〔
「
・・本時
な
け
］
［
脚
い
時
姜
】
一
ｍ
一
ｍ
闘
圏
一
　
い
ま
ニ
ア
いン
ア
号
啓
撻
Ｔ
る
　
一２６

ま
え
ば
、
韓
国
語
抜
き
の
意
思
疎
通
一

冥

楚

。
中
早

書

の
呆

ｉ

複

数

言

語

競

合

の

ア

ジ

ア

者
で
英
語
に
堪
能
な
人
材
な
ど
、
指
一

折
り
数
え
る
程
度
し
か
な
い
。
そ
の
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持稲
智
赫
累
義
＾

両
者
の
橋
渡
し
は
日
本
の
果
た
す
べ
一

き
使
命
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
適
う
人
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．‐
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